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大
崎
大
崎

　

曽
於
の
３
大
祭
り
の
一
つ
と
し
て
、
長
年
に
わ

た
り
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
『
大
崎
七

夕
さ
あ
』
は
、
昭
和
40
年
代
を
最
後
に
休
止
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
崎
町
商
工
会
で
は
、「
地
域
に
賑
わ
い
を
取

り
も
ど
そ
う
」
と
例
年
行
っ
て
い
た
チ
ャ
リ
テ
ィ

夏
ま
つ
り
を
『
大
崎
七
夕
さ
あ
』
と
し
て
８
月

６
日
（
土
）
に
復
活
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

祭
り
に
合
わ
せ
、
商
店
街
一
帯
に
、
七
夕
飾

り
を
実
施
し
、
通
り
は
、
色
と
り
ど
り
の
短
冊

で
彩
ら
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り
、

会
場
を
中
央
公
民
館
に
変
更
し
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
会
場
は
、
多
く
の
人
た
ち
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

公
民
館
ホ
ー
ル
で
は
、
太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

日
本
舞
踊
な
ど
が
あ
り
、
会
場
か
ら
は
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　

ロ
ビ
ー
で
は
、
輪
投
げ
、
う
ち
わ
づ
く
り
な

ど
子
ど
も
向
け
の
コ
ー
ナ
ー
が
並
び
、
高
校
生

が
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の
募
金
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夏
の
風
物
詩
と
も
い
え
る
〝
そ
う
め

ん
な
が
し
〞
や
、〝
お
化
け
屋
敷
〞
が
登
場
し
、

参
加
者
は
、
涼
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
子
ど
も
達
が
、
や
が
て
「
幼

い
こ
ろ
の
祭
り
は
賑
や
か
だ
っ
た
」
と
地
域
を

盛
り
上
げ
る
一
員
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

七
夕
さ
あ
復
活
復
活
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８
月
14
日
（
日
）、
大
崎
町
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ

専
用
競
技
場
で
『
第
７
回
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
に
32
チ
ー
ム
、

ビ
ー
チ
フ
ッ
ト
サ
ル
に
31
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ

り
、
応
援
者
を
含
め
５
０
０
人
を
超
す
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

松
林
に
囲
ま
れ
た
砂
浜
の
コ
ー
ト
で
は
、
強
い

日
差
し
の
中
、
例
年
に
も
勝
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
砂
の
特
性
を
う
ま
く
つ
か
み
な

が
ら
、
上
位
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
、
大
崎
産
の
ウ
ナ
ギ
の
か
ば
焼
き

が
振
る
舞
わ
れ
、
選
手
や
家
族
連
れ
の
観
客
ら
が

列
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
や
入
賞
者
に
は
、
協
力
企
業
、

会
社
な
ど
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
特
産
品
が
手

渡
さ
れ
大
崎
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

【
優
勝
は
、
次
の
と
お
り
】

　

▽
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
一
般
の
部

　
　

De 

La 

S
o
l
a
n
a
（
鹿
屋
市
）

　

▽
ビ
ー
チ
フ
ッ
ト
サ
ル
一
般
の
部

　
　

あ
お
ひ
げ
５
（
鹿
児
島
市
）

　

▽
小
学
生
高
学
年
の
部

　
　

Ｋ
Ｆ
Ｃ
（
鹿
屋
市
）　

　

▽
小
学
生
低
学
年
の
部

　
　

Ｕ
Ｔ
Ｏ
‐
Ｆ
‐
Ｅ
Ｌ
Ｆ
（
志
布
志
市
）

De La Solana（鹿屋市）

あおひげ５（鹿児島市）

○㈱おおさき町鰻加工組合　○㈱ストーンワークス
○㈱林海産　○冨士屋製菓㈲　○若潮酒造㈱
○南日本新聞社　○大和水産養鰻部・加工場
○安田農園ふれあい市場
○㈱ジャパンファーム　○㈱コーセン
○徳田脳神経外科　○タイガースポーツ
○大崎スポーツクラブ　○そお鹿児島農業協同組合
○桑農園諸木　○㈱ファイテン
○南九州コカコーラボトリング㈱
○新平酒造㈱　○㈱モルテン　○㈱あるぱる大崎
上記の方々より協賛・協力をいただきました。
ありがとうございました。（敬称略順不同）
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第
23
次
派
遣　

仮
水
公
司
【
社
会
教
育
課
】

　
　
　
　
　
　
　
【
８
月
１
日
〜
８
月
８
日
】

　

前
隊
の
業
務
を
引
き
継
ぐ
形
で
義
援
金
事

務
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
震
災

発
生
か
ら
５
か
月
が
経
つ
今
で
も
被
災
地
で

活
動
し
て
い
る
学
生
や
外
国
人
、
他
県
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
姿
を
見
る
た
び
に
、
自

身
の
役
割
を
心
苦
し
く
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
支
援
の
輪
の
一
部
と
し
て
、
必
ず

被
災
者
の
方
々
の
生
活
を
照
ら
す
も
の
だ
と

業
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
は
未
だ
言
葉
に
出
来
な
い
現
実
、

光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、日
本
中
、

世
界
中
の
人
た
ち
の
支
援
の
輪
の
も
と
、
牛

歩
な
が
ら
復
興
を
目
指
し
、
必
死
に
生
き
る

人
た
ち
は
た
く
ま
し
く
、
同
じ
一
人
の
人
間

と
し
て
尊
敬
の
念
を
抱
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
岩
手
県
大
船
渡
市
を
支
援

す
る
大
隅
半
島
４
市
５
町
復

興
支
援
チ
ー
ム
は
、
８
月
31

日
を
も
っ
て
支
援
活
動
を
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
の
３
月
22
日
に

結
成
し
支
援
活
動
を
行
っ
て

き
た
チ
ー
ム
に
は
、
こ
れ
ま

で
27
次
隊
２
４
１
名
の
職
員

が
派
遣
さ
れ
、
本
町
か
ら
も

23
名
が
支
援
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
初
、
給
水
活
動
、
救
援

物
資
の
管
理
活
動
、
被
災
し

た
車
両
の
管
理
の
３
部
門
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
３
月
末
か
ら

は
、
保
健
師
に
よ
る
被
災
者

健
康
調
査
を
開
始
し
、
７
月

か
ら
は
、
義
援
金
の
支
払
い

や
相
談
な
ど
の
窓
口
業
務
を

担
当
し
て
き
ま
し
た
。

   

第
25
次
派
遣　
　

福
永
浩
二
【
保
健
福
課
】

　
　
　
　
　
　
　

【
８
月
13
日
〜
８
月
20
日
】

　

大
船
渡
市
に
到
着
す
る
と
、
海
岸
か
ら
４

キ
ロ
離
れ
た
宿
泊
所
で
あ
る
公
民
館
周
辺
は

と
て
も
き
れ
い
な
街
並
み
。
こ
の
辺
り
は
被

害
が
無
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
、
近
く
の
食
堂

に
入
る
と
、
店
内
の
壁
の
１
ｍ
30
ｃ
ｍ
程
度

の
と
こ
ろ
に
津
波
到
達
と
い
う
線
。
店
は
被

災
し
、
改
装
さ
れ
た
後
で
し
た
。

　

震
災
か
ら
５
か
月
、
現
地
の
方
々
が
苦
し

い
状
況
の
中
で
、
復
興
に
向
け
て
懸
命
に
努

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
海
岸
に
近
い
地
域
は
、
復
興

に
一
歩
も
近
づ
け
な
い
ほ
ど
の
ひ
ど
い
状
況

の
ま
ま
で
す
。
自
分
に
で
き
る
支
援
を
今
後

も
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

    

第
27
次
派
遣　
　

児
玉
卓
治　
【
税
務
課
】

　
　
　
　
　
　
　

【
８
月
25
日
〜
９
月
１
日
】

　

８
月
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
晩
は
肌
寒
く

一
足
早
い
秋
の
訪
れ
を
大
船
渡
市
で
感
じ
ま
し

た
。
津
波
が
残
し
た
傷
跡
は
ま
だ
色
濃
く
残
っ

て
は
い
る
も
の
の
、
被
災
者
の
心
の
傷
跡
は
少

し
ず
つ
回
復
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

家
族
全
員
を
亡
く
し
た
男
性
と
隣
り
合
わ
せ
に

な
っ
た
食
堂
で
は
、
少
し
ず
つ
笑
顔
が
変
わ
っ

て
き
た
と
他
の
お
客
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

最
後
の
派
遣
隊
と
し
て
宿
泊
し
て
い
た
公
民

館
の
片
付
け
を
終
え
出
発
す
る
時
、
地
域
の
多

く
の
方
々
が
感
謝
と
慰
労
の
言
葉
を
書
い
た
横

断
幕
と
再
会
を
祈
念
し
て
数
十
枚
の
黄
色
い
ハ

ン
カ
チ
を
飾
っ
て
見
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

感
激
し
な
が
ら
復
興
し
た
大
船
渡
市
を
ま
た
い

つ
か
訪
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。　

   

第
21
次
派
遣　
　
　

今
吉
孝
志
【
総
務
課
】

　
　
　
　
　
　
　
【
７
月
20
日
〜
７
月
27
日
】

　

市
街
地
の
ガ
レ
キ
は
集
積
し
て
あ
る
も
の

の
、
郊
外
で
は
未
だ
に
流
さ
れ
た
ま
ま
の
ガ

レ
キ
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
が
本
格
的
な
復
興
の
始
ま
り
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
壮
絶
な
経
験
を
淡
々
と
詳
細
に
話

さ
れ
る
被
災
者
の
姿
に
触
れ
、
大
震
災
の
及

ぼ
し
た
大
き
さ
を
痛
感
し
、
非
常
時
の
支
援

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
再
考
の
必
要
性
を
感

じ
た
一
週
間
で
し
た
。

　

市
内
は
、
６
月
初
旬
に
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
旧
し
、
体

育
館
な
ど
に
身
を
寄
せ
て
い

た
避
難
者
は
、
仮
設
住
宅
に

順
次
移
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
年
団
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
り
、

飲
食
店
な
ど
の
商
店
が
再
開

す
る
動
き
も
見
ら
れ
、
市
民

一
丸
と
な
っ
て
復
興
に
向

か
っ
て
、
一
歩
一
歩
、
歩
み

始
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ

町
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
は
、

ガ
レ
キ
が
積
み
上
げ
れ
ら
、

美
し
い
光
景
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
町
並
み
は
、
悲
惨
な
光

景
の
ま
ま
で
す
。

　

大
隅
半
島
４
市
５
町
復
興

支
援
チ
ー
ム
は
、
今
後
も
相

互
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
求

め
ら
れ
る
支
援
に
対
応
で
き

る
体
制
を
と
り
続
け
ま
す
。

　

復
興
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
、
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。　

共
に
が
ん
ば
ろ
う
日
本
。

　
　
　

が
ん
ば
っ
ぺ
大
船
渡
。
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３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
、
電
力
会
社
の
設
備
が
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で

首
都
圏
で
は
、
震
災
後
、
約
２
週
間
に

わ
た
っ
て
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
、
企

業
や
医
療
機
関
、
住
民
の
生
活
が
大
き

く
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

電
力
需
要
が
高
ま
る
夏
場
に
は
、
電

力
不
足
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
町
に
お
い
て
も
、
節
電
に
町
民
一
丸

と
な
っ
て
協
力
し
よ
う
と
緑
の
カ
ー
テ

ン
作
り
を
推
奨
す
る
『
暑
さ
を
し
の

ゴ
ー
ヤ
大
作
戦
』
を
決
行
し
ま
し
た
。

　

７
月
20
日
に
希
望
す
る
住
民
の
方
々

に
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
配
布
し
、
家
庭
で
の

節
電
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
窓
際
の
庭
や
プ
ラ
ン
タ
ー

に
植
え
ら
れ
た
ゴ
ー
ヤ
は
、
ぐ
ん
ぐ
ん

と
成
長
し
、
町
中
は
、
緑
の
カ
ー
テ
ン

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

役
場
庁
舎
で
も
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
に

よ
る
室
内
温
度
上
昇
の
抑
制
効
果
も
あ

り
、
エ
ア
コ
ン
の
使
用
時
間
制
限
な
ど

に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
、
７
月
の
電
気

使
用
量
は
前
年
度
同
月
を
16
％
削
減
す

る
節
電
効
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
は
、
い
ま
だ
多
く
の
方
々

が
仮
設
住
宅
や
避
難
所
で
不
便
な
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、『
で
き
る
こ
と
か
ら
』
を

合
言
葉
に
被
災
地
へ
想
い
を
届
け
ま

し
ょ
う
。

平成 23 年度　広報おおさき　9月号5
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がんばろうがんばろう日本



6平成 23 年度　広報おおさき　9月号

がんばろう日本

陸前高田市の海に沈んだ野球場です。
海岸沿いは、すべて水の中でした。
４／ 17撮影　農林振興課　救仁郷諭

ガレキのそばでたくましく咲き誇る
黄水仙。
５／１撮影　保健福祉課　山下琢磨

陸前高田市の４階部分まで水没した
アパート。
５／４撮影　農林振興課　川越洋

メディアでも注目をあびた陸前高田市
の唯一残ったド根性一本松。
5／ 22撮影　住民環境課　上床就路

大船渡市に隣接する陸前高田市
・・・言葉もでませんでした。
５／ 23撮影　企画調整課　鶴野雄司

港に集められた被災した車両。その数
は２６００台。
５／ 29撮影　社会教育課　稲森洋平

全国から届けられた支援物資で体育館
は埋め尽くされていました。
６／２撮影　水道課　竹井政和

復興に対する被害者の人々の意気込み
が感じられました。
４／３撮影　総務課　堂山雅司

一面更地になった地域と難を逃れた高
台の家。
５／６撮影　農林振興課　東平正孝

津波で流された家が海に沈んでいまし
た。
４／３撮影　農業委員会　福岡徹

重機を利用して被災した建物の解体作
業が始まっていました。
５／ 16撮影  住民環境課 中水流幸治

大津波で流された車両が至る所に散乱
していました。
５／１２撮影　耕地課　内田久雄
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津波で壊滅状態となった陸前高田市の
高田病院
６／ 14撮影　建設課　岩切雄作

被災した大船渡市立赤崎小学校の校庭
に積まれたガレキの山
６／ 21撮影　管理課　溝口卓也

多くの方々が身を寄せ合っていた大船
渡北小学校の避難所
６／ 22撮影　保健福祉課　山崎瑞恵

気仙沼市のガレキの山です。左端の建
物と比べ、その高さに驚きました。
６／ 30撮影　総務課　美坐勇作

自衛隊による捜査が終わったことを示
す標識。
７／６撮影　税務課　新馬場繁

過去の津波の記憶と防災意識を持つた
めに、水位表が設置されていました。
７／ 10撮影 農林振興課  西ノ園秀作

工場の屋根に打ち上げられた車を引き
下ろしています。
７／ 28撮影　総務課　今吉孝志

仮設住宅が建ち始め、着々と入居が進
んでいました。
８／６撮影　社会教育課　仮水公司

持ち主を失った写真が山のように集め
られていました。
８／ 14撮影　保健福祉課　福永浩二

大船渡市の皆さんとお別れ会をしました。約
５０名が集結し４市５町の特産品を持ち寄り
大崎町からはうなぎを持参しました。「めず
らしい、おいしい」といいながらあったかい
ご飯と食べていただきました。
８／ 30撮影　税務課　児玉卓治

地域の多くの方々が感謝と慰
労の言葉を書いた横断幕と再
会を祈念して数十枚の黄色い
ハンカチを飾って見送ってい
ただきました。
９／１撮影　税務課　児玉卓治

道路まで打ち上げられた大型船舶『大
船渡丸』
６／ 16撮影　税務課　宮下功大



新たな総合計画を策定しました
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　総合計画とは、まちづくりの指針となるもので、町がめざすまちづくりの方向やそれを実現するための施策な
どを定める重要な計画であるとともに、行財政運営の最上位に位置づけられる計画です。
　平成 13年には、『ひと・もの・自然、調和が奏でる躍動のまち』を基本理念とする大崎町総合計画を策定し、
躍動感あふれるまちづくりに努めてきました。
　平成 22年度で計画期間が終了することを受け、今後 10年間のめざすべき将来像を『豊かな自然が宝物　み
んなで紡ぐ結いのまち　－みんなが主役　新たな時代を開く　夢づくり－』とする新たな大崎町総合計画を策定
しました。

　地域コミュニティが一体となり、人の交流・連携を通じて豊かな人材と

地域文化を育んでいくとともに、大崎町の持続的な発展をめざし、町民と

行政との協働により、活気にあふれた町民主体のまちを創造していきます。

　大崎町に住む人々が、地域が持つ豊かな地域資源を保全・有効活用し、

環境共生型の潤いあふれるまちをめざします。

　また、産業基盤の整備・充実、多様な交流や若者の定住化を図り、活力

あふれるまちをめざします。

　恵まれた自然環境、培われてきた文化歴史の悠久の地で、快適な生活環

境の充実に取り組むとともに、すべての世代がともに支え合い、健康で安

らかに暮らし続けることのできるまちをめざします。

協　　　働

潤いと活力

豊かな自然が宝物　みんなで紡ぐ結いのまち
―みんなが主役　新たな時代を開く　夢づくり――みんなが主役　新たな時代を開く　夢づくり―

健     や     か

協　　　働協　　　働

潤いと活力潤いと活力 健     や     か健     や     か



施策の大綱（基本目標）
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　本町のめざす将来像『豊かな自然が宝物　みんなで紡ぐ結いのまち  －みんなが主役 新たな時代を開く 夢づくり－』
の実現に向け、次のとおり『施策の大綱』を掲げ、総合的・計画的なまちづくりを展開します。

豊
か
な
自
然
が
宝
物　

み
ん
な
で
紡
ぐ
結
い
の
ま
ち

基本目標
誰もがいきいきと働く、活力ある産業づくり
◆農林水産業の振興   ◆商業の振興   ◆観光の振興

◆新たな産業創出と雇用の確保

健やかで安心して暮らせる元気なまちづくり
◆地域福祉の充実   ◆高齢者・障がい福祉の充実

◆子育て支援・児童福祉の充実　◆保健・医療体制の充実

◆交通安全、消防・防災・防犯対策の充実

自然や景観と調和した環境のまちづくり
◆環境共生社会の充実   ◆きれいな水環境の保全・活用

◆公園緑地の充実　◆自然環境の保全・活用　◆循環型社会の推進

すべての人が快適に暮らせる優しいまちづくり
◆適正な土地利用による住環境の充実

◆道路・交通網の整備・充実　◆公共交通機関の確保

◆上下水道の整備　◆高度情報通信基盤の整備

人間性豊かでたくましく生きる、輝くひとづくり
◆学校教育の充実   ◆生涯学習・生涯スポーツ活動の振興

◆郷土文化の継承・活用

町民が主役、みんなで進める結いのまちづくり
◆協働によるまちづくりの推進　　

◆個性豊かな地域コミュニティの形成　◆行財政運営の効率化

◆広域連携の推進　◆男女共同参画社会の推進

将来像



3 母と子の１日交歓研修会！

フ ュニ ーォ スト
Photo news

１ 伝統の七夕地蔵参り！
　旧暦の七夕にあたる８月７日（日）、南光寺近くに

立つ『七夕地蔵』に多くの参拝者が訪れました。

　この風習は、かつて地蔵周辺で行われていた七夕市

に、訪れた人々がお盆前に精霊様を迎えようと地蔵を

参拝したことが始まりと言われています。

　地蔵は、廃仏毀
きしゃく

釈で一度失われたそうですが、地域

の方々によって大正８年７月に立て直され、今でも七

夕参りは、伝統行事として続いています。

　七夕地蔵周辺には、上町西友会によって七夕飾りが

施されていました。

　8月６日（土）、大崎ものづくり会館において『母と子

の１日交歓研修会』が行われました。

　大崎町母子寡婦福祉会が主催したもので、志布志市、

曽於市より各地区の母子寡婦福祉会の親子メンバー、総

勢７２名が集いました。

　開会式後、大崎観光案内所のインドネシア出身のプル

ナマワティさんを講師に迎え、他国の言葉の勉強や、イ

ンドネシアの楽器に触れるなど交流を深めました。その

後、インターネット回線を利用したテレビ電話で直接イ

ンドネシアの子ども達と情報交換を行いました。

　午後からは、マリングラスの作品制作教室を行い、沖

縄より杉岡洋治先生を講師に迎え、沖縄の海で集めた色

とりどりのガラス石や、珊瑚を使い写真立てのフレーム

にマリングラスで飾り付けを行い、参加者は、それぞれ

の個性に合わせた、作品づくりを楽しみました。

　

　７月２１日（木）、くにの松原において『大崎くにの

松原グランドゴルフ交流大会』が開催されました。

　県内各地より１２８チーム、６４０名が参加しまし

た。団体の部で、大崎文化通り２組が総合優勝、個人

の部で大崎文化通りの濵田眞喜子さんが優勝しました。

２ くにの松原でグランドゴルフ大会！

１１

２

３

３
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写 るみ 大真 崎で

４ 夏休みキッズセミナー！
　大崎ものづくり会館内に開所した『鹿児島大学大崎活

性化センター』において、子ども達の夏休みの自由研究

をサポートしようとキッズセミナーが開かれました。

　野方公民分館が主催し、８月１６日から３日間にわた

り小中学生８０名が参加しました。

　１７日に参加した小学校低学年２５名は、自然をテー

マにしたセミナーを受けました。

　子ども達といっしょに近くの民家の庭から採取した、

モクレンやホオなどの植物を観察しました。

　その後、インドネシアデポック市の小学生とインター

ネット回線を利用したテレビ電話でお互い採取した葉っ

ぱを見せながら交流しました。

　鹿児島大学大学院理工学研究科小原幸三教授は、「す

ぐ近くにたくさんの植物がある。わからない品種を調べ

てみたり、普段から自然に興味を持ってほしい。」と子

ども達に語りかけました。

４

６

５ 遊びや体験がキーワード！
　夏休み期間中の20日間、小学生児童を対象にした『遊
びの学校』が開設されました。
　これは大崎町児童健全育成事業助成を受け『ＮＰＯ
法人わんぱーく』が大崎小学校を会場に実施したもの
で、町内の児童４３名の申し込みがあり、常時 30人
が参加しました。
　遊びの学校では、自然学習、製作活動（水ロケット、
ごむ銃、竹笛、風車など）、野菜ソムリエを講師に招い
た料理教室など『遊びや体験』をキーワードにした様々
なプログラムが実施されました。

6 七夕剣道大会！
　８月２０日（土）、大崎町総合体育館において、『大

崎町七夕剣道大会』が開催されました。毎年、旧歴の

七夕に行われるこの歴史ある剣道大会は、今年で３６

回目。町内外から９９チーム、３００名の参加があり、

小学校低学年から中学生までの剣士たちが、日頃の稽

古の成果を発揮し、白熱した戦いを繰り広げました。

４

５

５

５

平成 23 年度　広報おおさき　9月号11



▲制作したPRマップをもとに発表してくれました。

車椅子を寄贈！
　　　　　　　大崎町電友会

役場のしごとを体験！

▲車椅子贈呈式　寄贈　大崎町電友会

　８月３日（水）、大崎町電友会（柳別府正会長）
から車椅子の寄贈があり、贈呈式を行いました。
　大崎町電友会から車椅子が寄贈されるのは２台
目で、柳別府会長から「地域福祉の増進のために
有効に活用してください」と教育長に手渡されま
した。
　副町長が「今回、寄贈していただきました車椅
子は、住民の皆様に喜んでいただけるよう大切に
使わせていただきます。」と感謝の言葉を述べま
した。
　寄贈いただいた車椅子は、中央公民館に配置し、
地域の高齢者や身体の不自由な方にご利用いただ
く予定です。

地域を綺麗に！

　７月３１日（日）、町内の保育所や老人福祉施設

８か所を久徳建設（代表取締役久徳博文さん）と

久栄会（会長福添春美さん）が合同でボランティ

ア作業を行ってくださいました。

　久徳建設とその協力会社４０社で構成される久

栄会は、地域貢献活動の一環として毎年、ボラン

ティア作業に取り組まれています。

　今回参加くださった８０人の会員は、枝打ちや、

芝刈り、側溝清掃などの作業を行ってくださいま

した。

▲とてもきれいに清掃された園庭　

久徳建設並びに久栄会
　７月５日（火）から４日間、県立串良商業高
等学校の３名の生徒が役場において、職場体験
学習を行いました。
　３人は、役場のしくみや業務について説明を
受け、窓口での接客や書類の整理などを体験し
ました。
　また、『広報のしごと』としてＰＲマップの制
作を依頼したところ、生徒たちは、町内の神社
をテーマに、写真撮影や取材を行い、ポスター
にまとめました。制作したＰＲマップは、役場
ロビーにて展示してありますのでご覧ください。

串良商業高等学校生
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大きくなって帰ってきてね！
　　　　　　　　大丸小学校
　　

農産加工場新設！

　７月２９日（金）㈱都食品は、農産加工場新設に伴い本

町と立地協定を結びました。

　㈱都食品は、昭和３４年に澱粉製造・販売を行う、吉留

産業有限会社として操業を開始、その後着手した本葛製造

においては、全国トップレベルの生産量を誇っています。

　今回新設する加工場では、新たに焼き芋ペーストなどの

加工製造を展開する予定です。隣接する敷地２９８０平方

メートルに鉄骨平屋建て約１３００平方メートルの加工場

を建設予定で、９月に着工し平成２４年２月の創業を目指

します。

　調印式で吉留一幸社長は、「雇用の創出や生産農家の所

得向上など地域活性化に貢献したい」とあいさつしました。

　　㈱都食品

▲ 訪れた人々は、『たねはま』の二人の音色、
時間に魅了されました。

▲心配そうに子ガメを見守る大丸小児童

　８月６日（土）、あすぱる大崎において駅長祭
りが行われました。
　今回は、おいしい屋台と jazz ライブ。東京を
拠点に活動するピアノ奏者の種子田博邦さんと
ギター奏者浜中裕司さんに
よるユニット『たねはま』
をゲストに迎え、特設ス
テージで jazz ライブが行
われました。
　素敵な演奏に大変盛り上
がり、賑やかな一夜となり
ました。

駅長祭りでjazzナイト！
　　　　　　　あすぱる大崎

　８月１５日（月）、横瀬海岸において大丸小学校
児童３０人がウミガメの放流を行いました。

　同小は、海岸から近い場所に立地していることから、

絶滅危惧種に指定されているウミガメを守ろうと、ウ

ミガメのふ化や放流の保護活動に取り組んでいます。

　６月２３日にウミガメ保護監視員の下野明文さんか

ら預かった卵９７個を校庭のふ化場に移設し、観察を

続けてきました。１４日からかえり始め、１４、１５

の両日で合わせて８１匹を海に放ちました。

　放流されたウミガメは、打ち寄せる波に立ち向かい

ながら、海へと帰っていきました。

　子ども達は、「大きくなって帰ってきてね」と声を

かけながら見守りました。

▲ 写真左から㈱都食品吉留一幸社長、県商工労働
水産部産業立地課の川野敏彦課長、東靖弘町長
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大崎町の介護保険事業の報告

◆介護保険料の本徴収について

介護保険事業の実績についての報告（利用者の１割負担を除いた大崎町の支払い分）
第1号被保険者（６５歳以上の人） ４，６８６人 平成２３年６月末日

現在要介護（支援）認定者 　　　８６７人

給
付
実
績

在宅介護サービス費 ３５，１２７，６０３円

平成２３年５月の
給付実績

施設介護サービス費  ４７，８４７，７７３円
その他（介護予防サービス費も含む）  ２６，３１５，１５６円

介護サービス費　　　合計 １０９，２９０，５３２円

◆地域包括支援センターをご利用ください。地域包括支援センター（保健センター内）☎ 471-7828
《介護予防ケアマネジメント》高齢者のみなさんの自立した生活を支援します。

要支援１・２と認定さ
れた方

介護や支援が必要とな
るおそれのある方

介護予防ケアプランを作成し、介護予防サービスなどを受けられる
ように事業者などとの調整を行います。

町の実施する介護予防プログラムに参加できます。必要な事業を利
用することで、日常生活に必要な能力を維持・改善します。

◎筋力向上　◎栄養改善　◎口腔機能の向上　◎膝痛・腰痛対策
◎閉じこもり予防・支援　◎認知症予防・支援　◎うつ予防・支援

介護予防
プログラムの内容

10月から本徴収が始まります。

区　　　分 診　療　年　月
国民健康保険

一　　般　　分 退　職　者　分 合　　　　　計

被保険者数
平成 23 年   4 月 4,778 人 308 人 5,086 人
平成 22 年   4 月 5,003 人 259 人 5,262 人

医療費総額
平成 23 年   4 月 131,972,737 円 9,774,740 円 141,747,477 円
平成 22 年   4 月 133,836,663 円 4,982,205 円 138,818,868 円

一 人 当 た り
医 療 費

平成 23 年   4 月 27,621 円 31,736 円 27,870 円
平成 22 年   4 月 26,751 円 19,236 円 26,381 円

まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン

介護介護

国保国保

問

問
大崎町の医療費

保健福祉課　国民健康保険係　☎ 476-1111（135）

みんなで支える介護保険　No105
保健福祉課　介護保険係　☎ 476-1111（136）

　６５歳以上の方の介護保険料は、納期（納めていただく時期）を年６回とし、１期あたりの負担が重く
ならないように仮徴収期間を設定しており、４月・６月・８月を仮徴収期間、１０月・１２月・２月を本
徴収期間として納期を設けています。

※ 仮徴収は、前年度２月の保険料を参考にしていますので、所得確定後の本徴収の保険料は仮徴収の保険
料から増減することがあります。

前年度 当年度

１０月 １２月 ２月 ４月
（第 1期）

６月
（第２期）

８月
（第３期）

１０月
（第４期）

１２月
（第５期）

２月
（第６期）

本徴収 仮徴収期間 本徴収期間
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ホットライン

国保国保

保健保健

問

問

国民健康保険のしくみ

くにの松原ウォーキング大会について

保健福祉課　国民健康保険係　☎ 476-1111（135）

保健福祉課　健康増進係　☎ 476-1111（132・147）

 　　　　～国保に加入したり、国保をやめたりするときには～
　国保に加入したり、国保をやめたりするときには１４日以内に届出が必要です。
         
●国保に加入するとき（国保の資格を得る日）
・他の市区町村から転入してきたとき ( 転入してきた日 )
・職場の健康保険などをやめたとき（退職日の翌日）
・子どもが生まれたとき（生まれた日）
・生活保護を受けなくなったとき（受けなくなった日）

○加入の届け出が遅れると・・

・ 保険税は、国保の資格を得た月から納めます。届け出が遅れると、その時点まで
 さかのぼって納める必要があります。

　たとえば 1月に会社を辞めたのに、届け出を４月に行った場合・・

　　　会社を辞める　　　　　　　　　　　　　　　国保の窓口に届け出
　　　　　１月　　　　　２月　　　　　３月　　　　　　４月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４か月分（１月～４月）の保険税が必要！　　
　　　　　　　　　　1月にさかのぼって国保の資格を得る

・ 届け出をしない間は保険証がないため、その間にかかった医療費は、やむを得ない場合を除き全額自己負担と
なってしまいます。
●国保をやめるとき（国保の資格を失う日）
・他の市区町村へ転出したとき ( 転出した日 )　・職場の健康保険などへ加入したとき（加入日の翌日）
・死亡したとき（死亡した日の翌日）　　　　　・生活保護を受け始めたとき（受け始めた日）

○やめる届け出が遅れると・・

・国保の資格がないのに、手元に保険証があると、うっかりそれを使って病院にかかってしまいがちです。
　その場合、国保が負担した医療費（７割相当分）を後で返還しなければならなくなります。
・保険税を、知らずに二重に納めてしまうことがあります。

第６回　くにの松原ウォーキング大会
～ゆったり・ゆっくりの森林浴で心と体の健康づくり～

と　　き：平成 23年 11月 6日（日）小雨決行（荒天中止）受付 8時 30分開始・スタート 10時
と こ ろ：くにの松原芝生広場　（コースは　１㎞・3㎞・5㎞　となっています。）
参 加 費：小学生以上 100 円（保険料含む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申 込 先：大崎町役場　保健福祉課  健康増進係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問合せ先：476 － 1111（内線 132・147）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申込締切：平成 23年 10月 20日（木）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

主　　催：大崎町健康運動普及推進員連絡協議会　　後　援：大崎町
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まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン

保健保健

福祉福祉

保健福祉課　健康増進係　476-1111（133）問

問

高血圧予防フェア開催について

ひとり親家庭医療費助成について　　　　
保健福祉課　社会福祉係　☎ 476-1111（144）

いっど！シリーズ第 2弾

　　　　　　　　　高血圧予防フェア　
開催日・場所
　　　　大崎会場　　平成２３年１０月１６日（日）　大崎町中央公民館
　　　　志布志会場　平成２３年１１月２０日（日）　志布志市健康ふれあいプラザ
　　　　曽於会場　　平成２３年１２月　４日（日）　末吉中央公民館
　　　　＊いずれの会場でも参加できます。

対　象
　　　　①特定健診結果で血圧が高値でコレステロールや血糖値が高いなどリスクのあった方とその家族
　　　　②高血圧で治療中の方とその家族

内　容　　
　　　　　９：００　～　　９：２０　受　付
　　　　　９：２０　～　　９：３０　開会あいさつ
　　　　　９：３０　～　　９：５０　アトラクション　寸劇『ひったまがった！』劇団ぼっけもん
　　　　１０：００　～　１１：３０　講演
　　　　　　　　　　　　　　　　　　演　題：“静かなる殺人者” ～忍び寄る死の恐怖～
        『高血圧』知って治して健康生活
　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　師：はるびゅうクリニック院長　　春

はるびゅう

別府　稔
なりひと

仁　先生
　　　　１１：４０　～　１２：３０　各種相談
　　　　　　　　　　　　　　　　　　医師相談・歯科相談・お薬相談・健康相談・こころの相談　
　　　　　　　  　　　  　　　　　　   栄養相談（試食もあります！）
　　　　　　　　　　～　１２：４０　閉　会

申込み・問い合わせ先
 大崎町役場保健福祉課　☎０９９－４７６－１１１１（締切１０月　７日）
 志布志市役所保健課　　☎０９９－４７４－１１１１（締切１０月３１日）
 曽於市役所保健課　　　☎０９８６－７６－８８０６（締切１１月１１日）
主　催：曽於郡医師会、曽於地区２市１町（志布志市・曽於市・大崎町）
後　援：大隅地域振興局、曽於郡歯科医師会、曽於薬剤師会、鹿児島県国保連合会

どなたでも
参加できます！

参加費無料

～ 高血圧から学ぶ健康への道 ～

◆ひとり親家庭医療費助成とは？
 ・ 親が離婚したり、死亡したなどの児童の家庭に対して、必要とする医療が容易に受けられるよう医療費

の一部負担額を助成する制度です。
◆対象となる人は？
 ・ 大崎町に住所のある人で次のいずれかに該当する人です。
 　①ひとり親家庭の父または、母とその児童　②父母のいない児童
◆助成の内容は？
 ・ 健康保険証を使って支払った一部負担金を助成します。ただし、診療の事由が第三者行為（交通事故な

ど）により発生した場合においては該当となりません。
◆所得による制限ってあるの？
 ・ 前年の所得によっては受けられない場合があります。
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ホットライン

児童児童

教育教育

問

問

児童扶養手当・特別児童扶養手当について　　　　
保健福祉課　児童係　☎ 476-1111（145）

平成２４年度小学校入学児童の就学時健康診断について　　　　
教育委員会　管理課　☎ 476-1111（403）

【児童扶養手当について】
　児童扶養手当とは、母子（父子）家庭などの生活の安定と自律を助け、児童の福祉の増進を図ることを目的と
しています。
 １．受給資格
 　 ・公的年金を受給していない母子（父子）家庭または、父母のいない児童を養育している人。
 　　※受給資格の詳しい要件は、大崎町ホームページに記載されています。
 ２．手続き
 　 ・保健福祉課で、次の書類を添えて請求の手続きをしてください。
 　　　① 請求者と対象児童の戸籍謄本一通　②  請求者と対象児童が含まれる世帯全員の住民票一通
 　　　③  その他必要書類（支給要件の事由により添付書類は異なります。）
 ３．手当の金額（一か月当たり）
 　　◎一人　４１，５５０円　◎二人　４６，５５０円　◎三人以上は、一人につき３，０００円加算します。
 ４．所得による支給の制限
 　 ・前年の所得により、手当の全部または一部が支給されないことがあります。

【特別児童扶養手当について】
 １．受給資格
 　 　精神または、身体に障害のある20歳未満の児童を監護する父もしくは母または、父母にかわって児童を

養育している人が手当を受けられます。
 ２．手続き
 　 ・保健福祉課で、次の書類を添えて請求の手続きをしてください。
 　　① 請求者と対象児童の戸籍謄本一通
 　　②  請求者と対象児童が含まれる世帯全員の住民票一通
 　　③  所定の診断書等（障害の種類により診断書は異なります。）
 　　④ その他必要書類
 ３．手当の金額（１か月当たり）
 　　◎１級該当  一人につき　５０，５５０円　◎２級該当  一人につき　３３，６７０円
 ４．所得による支給の制限
 　 　前年の所得により、手当が支給されないことがあります。

　平成２４年度に小学校に入学する児童の健康診断を、下記のとおり２日間にわたり大崎町中央公民館において
実施します。
　当日は、後日送付します『就学時健康診断のお知らせ』をご確認のうえ受診して下さい。

就学時健康診断日程表
入学する学校名 実施月日 健診の場所 開始時刻 対象児童
菱田小学校

９月２９日（木）
大崎町中央公民館

受付
　　１３：２０～　
　　　　１３：５０
健康診断開始
　　１４：００～

　大崎町に居住し、平成１７
年４月２日から平成１８年４
月１日生まれの児童

中沖小学校
大丸小学校
持留小学校
野方小学校
大崎小学校 ９月３０日（金）
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まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン

◆町有地を格安で分譲します。（大崎町定住促進住宅用地）

受付期間　平成 23年 9月 15 日～ 10 月 14 日（ただし土・日・祝日は除きます。）

【野方分譲地物件情報（宅地）】
　① 野方６０９１番１２　475.88 ㎡
 分譲価格　1,713,000 円（3,600 円／㎡）
　② 野方６０９１番１０　476.17 ㎡
 分譲価格　1,714,000 円（3,600 円／㎡）
　③ 野方６０９１番６　　581.78 ㎡
 分譲価格　2,094,000 円（3,600 円／㎡）
　④ 野方６０９１番７　　453.29 ㎡
 分譲価格　1,631,000 円（3,600 円／㎡）
　⑤ 野方６０９１番８　　437.93 ㎡
 分譲価格　1,576,000 円（3,600 円／㎡）

■設　備／上水道完備
■環　境／野方小学校のとなり、大崎第一中学校まで約 900 ｍ、野方保育園まで約 150 ｍ
■資　格／１8歳以上５０歳未満の方で、家族構成が２人以上（1年以内に婚姻予定の方を含む）の方、
　　　　　 または、義務教育修了前の扶養親族がいる方など

※ 申込書等につきましては、大崎町役場企画調整課で必要書類等の説明終了後にお渡しします。説明は、
受付期間中随時行っております。なお、申込み多数の場合は抽選を行います。

◆大崎町空き家バンクへの登録者を募集します

【注意】
　この制度は、物件の情報発信および紹介を行うものであり、役場が仲介およびあっせんを行うものではありま
せん。売買・賃貸についての交渉は、当事者間で行うことになります。

　大崎町では町内に点在する空き家の情報を、町ホームページで全国へ向けて紹介し、町内への定住促進を図る
事業を行う予定です（大崎町空き家バンク制度）。空き家をお持ちの方で、売買または賃貸をお考えの方はご相
談ください。

企画企画 企画調整課　企画政策係　476-1111（222）問

企画政策係からお知らせ

※ 大崎町空き家バンク制度の概念図

空き家をお持ちの方 物件の登録

交渉・契約

情報の検索 空き家をお探しの方
空き家を借家にしたいが
借りてくれる人がいない

大崎町空き家バンク

貸家を探しているが
見つからない

空き家を売却したいが
買ってくれる人がいない

売家をさがしているが
見つからない
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ホットライン

農業振興センターからのお知らせ
農業振興センター　☎ 476-1111（畜産係 165　農政係 162）

古くなった消火器のリサイクル・廃棄について
総務課　消防交通係　☎ 476-1111（213）

問

問

農政農政

総務総務

日々の食生活について見直してみましょう【農政係】

平成２３年８月分　子牛セリ市成績表（町内分）【畜産係】

９月の子牛セリ市は、９月２６日（月）から９月２９日（木）までの４日間です。

最高価格（　血　統　） 平均価格 前月比

雌 ６０４，０００円（安福久×平茂勝×但馬福） ３４６，４０４円 ＋１８，６０１円

去勢 ５５３，０００円（隆之国×平茂勝×安平） ４１６，８９２円 －５８７円

全体 ※ 価格はセリ価格（消費税抜き）です。 ３８３，５２４円 －１４７円

①食事を楽しみましょう。
② １日の食事のリズムから、健やかな生活リズムをつくり
ましょう。
③ 主食、主菜、副菜を基本に、バランスのとれた食事をし
ましょう。
④ごはんなどの穀類をしっかりと摂りましょう。

⑤ 野菜・果物、牛乳・乳製品、豆類、魚なども組み合わせ
ましょう。
⑥食塩や脂肪は控えめにしましょう。
⑦適正体重を知り、日々の活動に見合った食事をしましょう。
⑧ 食文化や地域の産物を活かし、ときには新しい料理もし
ましょう。
⑨調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少なくしましょう。

毎月第３土曜日は『かごしま活き生き食の日』です【農政係】
　自らの健康や食生活について見つめ、家庭や地域において県産農林水産物や本県ならではの食文化を生かした食育・
地産地消の様々な取組を推進する日として『毎月第３土曜日』を『かごしま活き生き食の日』に定めています。

旬の食材を味わいみ
んなで食事を楽しみ
ましょう

地域の農林水産物や郷土料
理に親しみ、豊かな食文化
を伝えましょう

バランスの良い
食事を心がけま
しょう

古くなった消火器をリサイクル・廃棄するにはどうしたらいいの？
※次のような消火器は、点検または廃棄・リサイクルをおすすめします。
　①『耐用年数』を過ぎている消火器　②錆びたり腐食している消火器　③大きなキズや変形した箇所がある消火器
※消火器の処分について
　消火器の処分は（社）日本消火器工業会が地域の販売代理店（特定窓口 http://ferpc.jp/accept/）と協力して行って
います。最寄りの特定窓口は、㈱ケイティポート志布志市志布志町安楽１１５４－３　☎４７２－４７００
　排出者は、リサイクルシール代、運搬費用、保管費用が必要です。料金はお問い合わせください。
※廃棄に当たっては、必ず次のことを守ってください。
　●消火器は、一般のゴミ回収には出さないでください。
　●廃棄しようとする消火器は、絶対に分解したり、薬剤を放射したりしないでください。
【リサイクルシステムに関する問い合わせ先】
株式会社消火器リサイクル推進センター　☎０３－５８２９－６７７３　ホームページ　http://ferpc.jp/
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リ

ア
、
道
の
駅
な
ど
で
販
売
さ
れ

て
お
り
、
特
に
女
性
に
多
く
の

支
持
を
得
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

平
成
21
年
に
行
わ
れ
た
『
か

ご
し
ま
の
新
特
産
品
コ
ン
ク
ー

ル
』
で
は
食
品
部
門
１
４
８
品

目
の
中
か
ら
奨
励
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
年
に
行

わ
れ
た
各
地
域
で
自
慢
の
食
べ

物
・
工
芸
品
・
ご
当
地
商
品
を

集
め
て
行
わ
れ
た
コ
ン
ク
ー
ル

『
鹿
児
島
の
逸
品
』
で
も
大
隅
半

島
代
表
と
し
て
奨
励
賞
を
受
賞

さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

新
た
な
事
業
と
し
て
５
年
ほ

ど
前
か
ら
、
期
間
限
定
の
食
材

を
一
年
中
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
と
水
煮
加
工
を
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
つ
わ
ぶ
き
と
竹

の
子
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
竹

の
子
に
お
い
て
は
、
昨
年
、
航

空
機
の
機
内
食
に
採
用
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　

吉
留
さ
ん
は
「
鹿
児
島
の
お

土
産
の
代
名
詞
に
な
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
地
産
地
消
に
こ
だ

わ
っ
た
商
品
開
発
に
取
り
組
み

た
い
。
鹿
児
島
や
大
崎
の
Ｐ
Ｒ

に
も
つ
な
げ
た
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

〝
食
〞を
通
じ
て
大
崎
を
Ｐ
Ｒ
！

突撃
株式会社コーセン

　

本
町
永
吉
で
食
品
加
工
・
製

造
販
売
業
を
営
む
株
式
会
社

コ
ー
セ
ン
は
、
平
成
２
年
８
月

に
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
・
と

こ
ろ
て
ん
の
製
造
販
売
か
ら
ス

タ
ー
ト
。平
成
６
年
に
は
、葛（
く

ず
）
を
使
用
し
た
和
菓
子
用
の

葛
き
り
の
販
売
を
開
始
し
、
平

成
８
年
か
ら
は
葛
も
ち
の
製
造

に
着
手
し
、
事
業
を
拡
大
し
て

き
ま
し
た
。

　

葛
は
、
地
元
で
は
『
か
ん
ね

ん
か
ず
ら
』
と
呼
ば
れ
る
つ
る

性
の
多
年
草
で
、
こ
の
地
下
茎

に
良
質
の
澱
粉
が
含
ま
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
葛
粉
の
原
料
に
な

り
ま
す
。
鹿
児
島
は
、
日
本
有

事業内容
○食品加工・製造
設　　立　平成 2年 8月
代  表  者　代表取締役　吉留泉
従業員数　１５名

▲ 工場内には、様々な食品加工プラ
ントが整備されていました。

▲様々なバリエーションの葛もち

▲代表取締役の吉留泉さん

▲奨励賞を受賞した
　　　『くずもっちゃん』
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手紙は、出征によって離れ離れになった家族を結ぶ唯一の手段であり、
その手紙から当時の人々の思いが伝わってきます。しかし、そのやりと
りは軍事郵便に限られ、通信の内容は検閲を受けたため、手紙に書くこ
とのできない真実がありました。上の赤印の箇所には『軍事郵便』の印
刷と『検閲済』の印があります。

⑦ 軍事郵便の絵はがきと封筒（未使用）　絵はがき・封筒・便箋の発行
元は、陸軍省など軍関係機関でした。左の絵はがきには、中国・杭州
の風景が描かれていて、杭州の地が日本軍の占領地であったことがう
かがえます。
⑧ 出立前夜に父に宛てた手紙　別れる父の暗い顔を見たくないという
気持ちを伝える内容です。
⑨ 戦地から送られた手紙１（昭和１５年１０月８日に届いた手紙）　⑨
-2は、⑨を折りたたんだもので、ちょうどはがきの大きさになります。
手紙には、父親が送った荷物へのお礼や暴風被害を案じていること
などが書かれています。
⑩ 戦地から送られた手紙２（昭和２０年１月２４日に届いた手紙）　戦
局が厳しいことは記載されていませんが、「自分が無事であることを
考えないでください」など、文章から死を予感していることが伝わっ
てきます。

⑥ 軍隊手帳　旧日本軍の下士官・兵に交付された手帳で軍人としての
身分証明書と履歴書を兼ねていて、軍人としての心構えなども記載
されていました。⑥ -2は勅諭（天皇のお言葉）で、『軍人精神を鍛錬し』
といったことが記されています。⑥ -３には、所属部隊・兵科・階級・
本籍地・住所・氏名・生年月日が書かれています。

④ 勲六等旭
きょくじつしょう

日賞（左）・功五級金
きんしくんしょう

鵄勲章（右）　左は、国
家または公共に対し勲跡のあるものに、右は戦功のあっ
た軍人・軍属に与えられた勲章。（右は昭和２２年廃止）
勲章は、正装・礼装時に装着することになっていました。
⑤ の勲記には、今回の戦争の功によって、④の二つの勲章
を授けると記されています。受賞の日付は、受賞者が戦
死した日の四日後です。戦死により、これらの勲章が与え
られ、階級も『中

ちゅうい

尉』から『大
たいい

尉』に進級しています。

軍人は、軍隊団結の象徴や識別などを目的に、軍服の着用を
義務付けられていました。また所属部署や階級などを明示さ
せるため、各軍（陸軍・海軍）、階級（将校・兵士など）、兵
科（歩兵・騎兵・砲兵・工兵など）、などによって区分されま

した。服装の種類やそれぞれの着用方法
には規則があり、水筒やかばんなどの持
ち方も決まっていました。
① 軍衣　①には、階級を示す襟章がとり
つけられていた跡があります。① -2の
左側の切れ目は軍刀を装着した際に裾
が捲くれあがらないようにするためのも
のです。
② 軍靴　頑丈に作られた軍隊用の靴。②
の長靴（主に乗馬用）のほか、半長靴・
短靴などがあります。
③ 軍帽　軍人の制帽。　③の中央には『星
章』があります。『星章』は、旧陸軍で
用いられたもので、肩章や襟章の星章
は、その数が階級を示していました。

　今回ご紹介した資料は全て、今年６月に鹿児島市喜入町の内木場様より寄贈いただいたものです。役場
庁舎ロビーでは、関連資料を展示しておりますので、ぜひお越しください。
～資料にふれる中で、戦争の時代を生きた人々が身近に感じられるようになり、そして改めて平和の尊さ
を感じることができました～

大崎町教育委員会　古田

⑥
⑦

⑦

⑨

⑩

①

① ①－２
⑥－２

⑨－２

⑥－３②

③

④

⑤

⑧

⑥

④ ⑤
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みんな原石宝石になる世代 !!飛 20び 代出
せ

き
ば ど！ち っょっ

がんばる個人・グループを
紹介します

20年ぶりに祭り復活！
中沖キッズ地域もりあげ隊

生年月日　　昭和６２年１２月２０日（双子です）
職　　場　　兄：曽於地区森林組合　
　　　　　　弟：( 有 ) 外西建業
趣　　味　　兄：アニメ鑑賞　弟：音楽鑑賞
好きな歌手　兄：mihimaruGT　弟：エグザイル

兄：高校を卒業して森林組合に就職しました。休みの
前日は、友人とカラオケ！休みの日は、家の農作業を
頑張っています！
弟：高校卒業後、農業関係の仕事をしています。ハウ
ス栽培でピーマンを育てています。休みの日は、家の
農作業！！

兄：西山祐希さん 23歳  弟：西山元希さん23歳

兄：祐希さん 弟：元希さん
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み
よ
う
と
思
っ
た
。」
と
途
絶
え
て
い
た

祭
り
復
活
へ
の
想
い
を
あ
い
さ
つ
で
述

べ
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、
司
会
進
行
か
ら
、
放
送
、

出
店
と
す
べ
て
子
ど
も
達
で
運
営
し
、

大
人
た
ち
は
あ
く
ま
で
サ
ポ
ー
ト
役
。

み
ん
な
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
会

場
に
は
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
で
は
、
吹
奏
楽
、
ダ
ン
ス
、
バ

ン
ド
、
空
手
演
舞
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演

奏
な
ど
が
続
き
、
最
後
は
、
参
会
者
全

員
で
大
崎
音
頭
を
踊
っ
て
最
高
の
盛
り

上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
一
日
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

8
月
21
日
（
日
）、
中
沖
小
学
校
に

お
い
て
約
20
年
ぶ
り
と
な
る
夏
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
を
主
催
し
た
の
は
、
中
沖

小
学
校
全
児
童
と
同
校
を
卒
業
し
た
中

学
生
で
結
成
さ
れ
た
『
中
沖
キ
ッ
ズ
地

域
も
り
あ
げ
隊
』
で
す
。

　

昨
年
、
地
域
を
盛
り
あ
げ
よ
う
と
結

成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
、
地
域
に
伝
わ
る

棒
踊
り
の
継
承
や
、
ゴ
ミ
拾
い
、
花
植

え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

夏
祭
り
の
開
会
に
あ
た
り
、
実
行
委

員
長
の
荒
竹
志
剛
君
（
大
崎
中
１
年
）

は
、「
私
た
ち
が
生
ま
れ
る
前
に
祭
り

が
あ
っ
た
と
聞
い
た
。
み
ん
な
が
笑
顔

に
な
る
よ
う
に
、
自
分
た
ち
で
や
っ
て



ふるさとの風景を激写せよ !

透き通る池

岡別府の水田わきにある池です。とても透

き通るきれいな水をたたえる池に驚きまし

た。通常このような水田近くの池は栄養多

過で水草等が生い茂り水も汚れているもの

です。近所の人によると「昔はこの池で泳

いだり、夏の農繁期には体を洗ったりした

ものだ。」とのこと。大崎の原風景をみた

ような気がします。

西村孝志税務課　納税係　
納税に関する仕事を担当しています。

No.27No.27
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る
り
知る 観る 食べる

ま ち ナ ビ

ぐ 　

ま
も
り
続
け
て
き
た
味
が
あ
り
ま

す
。
4
代
目
店
主
の
前
迫
照
雄
さ
ん

が
毎
日
打
つ
、
本
格
手
打
ち
そ
ば
店

『
そ
ば
辰
』
は
今
年
で
創
業
29
年
。

　

先
代
が
辰
年
だ
っ
た
こ
と
が
店
名

の
由
来
。

　

現
在
、
い
と
こ
の
今
村
洋
子
さ
ん

と
二
人
で
お
店
を
切
り
盛
り
さ
れ
て

い
て
、
長
年
の
コ
ン
ビ
で
息
は
ぴ
っ

た
り
。　

　

お
昼
時
に
は
、
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
常
連
さ
ん
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

地
元
を
は
じ
め
、
志
布
志
市
、
東
串

■うどん・そば専門店　そば辰
　営業日：10：00 ～ 20：00
　定休日：日曜日
　住　所：大崎町仮宿１１４４－２　☎０９９-４７６- ２００３

▲天ぷらそば
　 厳選された大崎産のそば粉を
使用しています。

良
町
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
い
そ
う
で

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
苦
労
を
尋
ね
る
と
、　

「
そ
ば
作
り
は
結
構
体
力
の
い
る
仕
事
。

こ
こ
ま
で
続
け
ら
れ
た
の
も
お
客
様
の

〝
お
い
し
い
〞
と
い
う
言
葉
に
励
ま
さ

れ
た
か
ら
」
と
前
迫
さ
ん
。

　

そ
ば
辰
で
は
、
厳
選
さ
れ
た
大
崎
産

の
そ
ば
粉
を
使
用
し
、
毎
朝
手
打
ち
し

て
い
ま
す
。
地
域
限
定
で
出
前
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
職
場
や
自
宅
で
ゆ
っ

く
り
そ
ば
を
堪
能
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

うどん・そば専門店

　　　   　そば辰

▲店内はカウンターと畳部屋
　お一人でもご家族でもごゆっくり

▲創業２９年　うどんそば専門店『そば辰』



く
ら
し
の
掲
示
板

お知らせ

事故防止

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
２
０
１
１
秋

海
を
出
る
と
き
は
救
命
胴
衣

の
着
用
を
！

　
『
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
２
０
１
１
秋
in
お
お
さ
き
』
を

実
施
し
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
全
国
主
催
、
環

境
省
、
厚
生
労
働
省
な
ど
の
後
援
で
行

わ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
海
岸
の

清
掃
活
動
で
、
年
２
回
春
と
秋
に
行
わ

れ
、
本
町
に
お
い
て
も
今
秋
で
19
回
目

を
迎
え
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
を
子
ど
も
達
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
、
皆
様
の
積
極
的
な

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日　

時
】

平
成
23
年
10
月
15
日
（
土
）

８
時
〜
10
時

く
に
の
松
原
大
駐
車
場
７
時
30
分
集
合

【
実
施
場
所
】

　

益
丸
海
岸

※
中
止
の
場
合
は
、
当
日
７
時
に
防
災

無
線
で
放
送
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

ゴ
ミ
袋
は
、事
務
局
で
準
備
し
ま
す
。

　

軍
手
な
ど
は
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

大
崎
町
役
場　

企
画
調
整
課　

商
工
観

光
係

☎
0
9
9

ｰ

４
７
６

ｰ

１
１
１
１

　

最
近
、
志
布
志
湾
で
は
漁
船
員
の

海
中
転
落
事
故
が
連
続
し
て
２
件
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

１
件
目
は
、
７
月
21
日
に
都
井
岬
沖

で
宮
崎
県
籍
漁
船
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

乗
組
員
が
甲
板
に
い
た
際
、
船
が
揺
れ

て
海
中
に
転
落
、
幸
い
海
に
落
ち
る
際

近
く
に
あ
っ
た
漁
具
の
ビ
ン
玉
を
掴
ん

で
い
た
こ
と
か
ら
こ
れ
に
掴
ま
っ
て
漂

流
し
、
約
２
時
間
後
に
捜
索
中
の
海
上

保
安
庁
ヘ
リ
に
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
件
目
は
７
月
26
日
に
肝
付

町
高
埼
沖
で
操
業
中
の
漁
船
長
が
船
の

揺
れ
で
海
中
に
転
落
、
漁
船
は
無
人
の

ま
ま
走
り
志
布
志
市
の
ダ
グ
リ
岬
付
近

海
岸
に
乗
揚
げ
、
漁
具
に
掴
ま
り
海
上

漂
流
中
の
漁
船
長
は
肝
付
町
火
埼
沖
を

通
り
か
か
っ
た
タ
ン
カ
ー
に
約
19
時
間

ぶ
り
に
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
２
件
と
も
救
命
胴
衣
を
着
け

て
お
ら
ず
、
た
ま
た
ま
漁
具
に
掴
ま
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
事
な
き
を
得
ま
し
た

が
、
救
命
胴
衣
は
最
後
の
命
の
綱
に
な

り
ま
す
。
一
人
乗
り
の
漁
船
や
遊
漁
船

で
は
次
の
自
己
救
命
策
３
点
を
守
り
、

安
全
な
操
業
、
楽
し
い
海
釣
り
を
！

１　

救
命
胴
衣
の
着
用

２　

防
水
型
携
帯
電
話
の
携
帯

３　

 

事
件
・
事
故
発
生
の
際
は
海
上
保
安

庁
緊
急
電
話
１
１
８
番
へ
の
通
報

　

県
で
は
、
移
動
援
護
相
談
を
大
崎
町

で
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
戦
傷
病
者
や
戦
没
者
の
ご

遺
族
な
ど
に
対
す
る
援
護
や
軍
人
恩
給

な
ど
に
関
す
る
疑
問
に
つ
い
て
、
県
庁

社
会
福
祉
課
の
職
員
が
直
接
、
県
民
の

皆
様
の
ご
質
問
に
お
答
え
す
る
も
の
で

す
。
ど
う
ぞ
、
こ
の
機
会
に
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日 　

時
】

平
成
23
年
10
月
13
日
（
木
）

11
時
か
ら
14
時
30
分
ま
で

【
会 　

場
】

　

大
崎
町
中
央
公
民
館

【
相
談
内
容
】

・ 

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金

・ 

戦
傷
病
者
や
戦
没
者
な
ど
の
妻
に
対

す
る
特
別
給
付
金

・
援
護
年
金

・
旧
軍
人
の
恩
給
や
扶
助
料

・ 

そ
の
他
、
援
護
や
恩
給
に
関
し
て
、

日
頃
か
ら
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と

【
そ
の
他
】

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
庁
社
会
福
祉
課　

恩
給
係

☎
0
9
9

ｰ

２
８
６

ｰ

２
８
２
８

相　談

移
動
援
護
相
談
の
実
施

に
つ
い
て

広
告

（キャンペーン期間：平成２３年９月１日から平成２３年１１月３０日まで）

【お問い合わせ先】　そお鹿児島農業協同組合　本所０９９（４８２）６８０７　大崎支所０９９（４７６）２１１３

広
告ニューウェーブ大崎 開催予定表 ☎ 099-478-2222

9
月

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

名
古
屋
・
大
井

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

荒
尾
・
大
井

佐　

賀

佐　

賀

佐　

賀

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

金
沢
・
門
別

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

船
橋
・
門
別

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

園
田
・
門
別

荒　

尾

佐　

賀

佐　

賀

盛　

岡

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

金
沢
・
大
井

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

名
古
屋
・
大
井

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

荒
尾
・
大
井

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

荒
尾
・
大
井

10
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

佐　

賀

佐　

賀

盛　

岡

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

金
沢
・
川
崎

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

名
古
屋
・
川
崎

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

名
古
屋
・
川
崎

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

荒
尾
・
川
崎

佐　

賀

佐　

賀

佐　

賀

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

金
沢
・
大
井

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

笠
松
・
大
井

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

笠
松
・
門
別

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

荒
尾
・
大
井

佐　

賀

佐　

賀

盛　

岡
重
賞
レ
ー
ス

9月25日（日）にポイント会員限定抽選会を開
催致します。
９月１９日（月）に敬老の日のプレゼントをご用意致しております。
是非ご来場下さい。♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥

※以下のいずれかに該当すれば金利軽減の対象となります。
・エコカー対象車輌の購入　　・給与振込（予約含む）がある方　・公共料金の振替がある方（２件以上）
・共済契約が２件以上ある方　・定期積金（契約額１５０千円以上）と公共料金の振替（１件）がある方
・農畜産物販売代金の振込がある方（５００千円以上）

【資金の内容】
・お使いみち　自動車・バイク購入（中古車含む）、点検・修理・車検等　・対象者　安定した収入のある方
・ご融資限度額　５００万円以内　・お借入期間　８年以内

（保証料別途）
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募　集

J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

秋
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
秋
募
集
を

実
施
し
ま
す
。
期
間
中
は
『
体
験
談
＆

説
明
会
』
が
開
催
さ
れ
、
応
募
資
料
の

配
布
、
活
動
紹
介
の
ビ
デ
オ
上
映
、
概

要
説
明
、
実
際
に
参
加
し
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
の
体
験
談
発
表
、
個
別
応
募
相
談
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
青
年
海
外
協
力
隊

　

技
術
や
経
験
を
活
か
し
て
開
発
途
上

国
の
人
々
と
共
に
生
活
し
、
相
互
理
解

を
図
り
な
が
ら
、
彼
ら
の
自
助
努
力
を

促
進
さ
せ
る
形
で
協
力
活
動
を
展
開
し

て
い
く
海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。

【
応
募
資
格
】

満
20
歳
か
ら
満
39
歳
ま
で
の
日
本
国
籍

を
持
つ
方

【
体
験
談
＆
説
明
会
】

平
成
23
年
10
月
９
日
（
日
）
14
時

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

平
成
23
年
10
月
21
日
（
金
）
18
時
30
分

鹿
児
島
市
勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー

【
募
集
期
間
】

平
成
23
年
10
月
１
日
（
土
）

〜
11
月
７
日
（
月
）
消
印
有
効

■
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

幅
広
い
技
術
、
豊
か
な
経
験
を
活
か
し

て
、
発
展
途
上
国
の
人
々
と
相
互
理
解
を

図
り
な
が
ら
、
彼
ら
の
自
助
努
力
を
促
進

さ
せ
る
形
で
協
力
活
動
を
展
開
し
て
い
く

海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

【
応
募
資
格
】

　

満
40
歳
か
ら
満
69
歳
ま
で
の
日
本
国

籍
を
持
つ
方

【
体
験
談
＆
説
明
会
】

平
成
23
年
10
月
９
日
（
日
）
14
時

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

【
募
集
期
間
】

平
成
23
年
10
月
１
日
（
土
）

〜
11
月
７
日
（
月
）
消
印
有
効

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

興
味
の
あ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

J
I
C
A
九
州

☎
0
９
３

ｰ

６
７
１

ｰ

８
３
４
９

募　集

障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集

■
総
合
実
務
科
３
か
月
コ
ー
ス

【
訓
練
内
容
】

・ 

農
業
、
畜
産
な
ど
に
関
す
る
職
業
訓

練
と
実
習

・
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知
識

【
対
象
者
】

・ 

精
神
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
早

期
の
就
職
や
、
復
職
を
目
指
す
人

【
訓
練
実
施
場
所
】

特
定
非
営
利
活
動
法
人

愛
・
あ
い
ネ
ッ
ト　

鹿
屋
市
寿
３
丁
目
６

ｰ

６

☎
0
９
９
４

ｰ

３
１

ｰ

１
８
５
３

■
介
護
福
祉
科
３
か
月
コ
ー
ス

【
訓
練
内
容
】

・ 

鹿
児
島
県
知
事
指
定　

訪
問
介
護
員

　
養
成
研
修
２
級
課
程

【
対
象
者
】

・ 

知
的
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
早

期
の
就
職
や
復
職
を
目
指
す
方

【
訓
練
実
施
場
所
】

（
企
）
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団

大
隅
地
域
福
祉
事
務
所　

ゆ
ら
お
う

鹿
屋
市
新
生
町
20 

ｰ

５

☎
0
９
９
４

ｰ

４
２

ｰ
７
０
７
７

■
Ｏ
Ａ
事
務
科
３
か
月
コ
ー
ス

【
訓
練
内
容
】

・ 

ワ
ー
プ
ロ
、
表
計
算
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
e
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
な
ど

【
対
象
者
】

身
体
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
早

期
の
就
職
や
復
職
を
目
指
す
方

【
訓
練
実
施
場
所
】

鹿
屋
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

鹿
屋
市
白
水
町
２
８
１

☎
0
９
９
４

ｰ

４
６

ｰ

５
０
８
８

※ 
募
集
期
間
、
問
い
合
わ
せ
先
は
、

各
コ
ー
ス
同
じ
で
す
。

【
募
集
期
間
】

平
成
23
年
９
月
29
日
（
木
）

〜
平
成
24
年
10
月
27
日
（
木
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

訓
練
期
間
、
提
出
書
類
、
願
書
提

出
先
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄

り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
障
害
者
窓
口
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広
告

キャンペーン期間4／１（金）～11／30（水）

特賞
１等
２等

５，０００円相当の農産物  県下５００名様
２，０００円分の商品券 １０本（当JA）
１，０００円分の商品券 ２０本（当JA）

※詳しくは、窓口へお問い合せ下さい。

ＪＡそお鹿児島　本所　０９９（４８２）６８１２　　大崎支所　０９９（４７６）２１１３ＪＡバンク

平成 23 年度　広報おおさき　9月号25

無料体験無料体験 付
受

中通常料金
or 教育相談or 教育相談

中３  週３回  １７，０００円
中２  週３回  １６，０００円
中１  週３回  １６，０００円

小６  週３回  １２，０００円
小５  週３回  １２，０００円
小４  週２回  　８，０００円

※各学年若干名募集（テスト生募集）
お問い合わせ時間
14:00 ～ 20:00 まで

大崎町菱田６７９－３　　☎４７７－０８８５

広
告

菱田進学塾菱田進学塾

広
告



澪つくし………………………………………北原　亜以子  
だって４０なんだも～ん！………………ほしば　あやこ  
知れば知るほど面白い！論語の本………………佐久　協  
子どもにクソババァと言われたら……………田村　節子  
絆回廊……………………………………………大沢　在昌  
レイン　９…………………………………………吉野　匠 
八日目の蝉………………………………………角田　光代 
満鉄外史……………………………………………菊池　寛  
毎日、ふと思う　１０………………………浅見　帆帆子
普天間よ…………………………………………大城　立裕
発掘された日本列島　２０１１……………………文化庁
ツリーハウス……………………………………角田　光代
先送りできない日本………………………………池上　彰
この人から受け継ぐもの……………………井上　ひさし
原発のウソ………………………………………小出　裕章
かなしみはちからに……………………………宮沢　賢治
アンダルシア……………………………………真保　裕一
密室晩餐会……………………………………二階堂　黎人
本音で語る沖縄史………………………………仲村　清司
ふたり…………………………………………小手鞠　るい
トンボ玉のアクセサリー………………………駒野　幸子
翼…………………………………………………白石　一文
血は欲の色……………………………………沢田　ふじ子
白樫の樹の下で…………………………………青山　文平
我が家の問題……………………………………奥田　英朗

カンガルーがいっぱい……………………山西　ゲンイチ
ルルとララのふんわりムース…………あんびる　やすこ
超スペシャル版ひっかけクイズ………小野寺　ぴりり紳
もっとくらべる図鑑……………………………加藤　由子
おばけのしゅくだい…………………………むらい　かよ
わたししんじてるの……………………………宮西　達也
海をわたったヒロシマの人形……………………指田　和
一生の図鑑………………………………………阿部　和厚
わたしのとくべつな場所………パトリシア・マキサック
がっこうかっぱのイケノオイ…………………山本　悦子
エディのやさいばたけ…………………サラ　ガーランド
アリクイにおまかせ……………………………竹下　文子

かいけつゾロリのはちゃめちゃテレビ局……原　ゆたか
ランプの精　リトル・ジーニー　１８
………………………………………ミランダ・ジョーンズ
宇宙少年…………………………………………野口　聡一

下町ロケット
池井戸　潤

大手企業が手掛ける国産ロケット打ち上げ
計画で、重要部品の製造を担おうと奮闘す
る下町の製作所の姿を描いています。
直木賞受賞作品です。

これからの誕生日
穂高　明

バス事故でたったひとり助かった千春は深
い心の痛みを抱えて日々を過ごす。その先
に・・・

ひとりぼっちのガブ
きむら　ゆういち

｢ あらしのよるに ｣の主人公・ガブが小さ
かったころを描いた絵本です。

オトタケ先生の３つの授業
乙武　洋匡

教室で実際に行った授業をもとにした３編
の読み物を収録しています。

～臨時休館のお知らせ～
９月２４日（土）・２５日（日）の２日間、
書庫資料の消毒処理のため休館いたします。

【１０月の開館時間】
平日（火～金）は

午前９：３０～午後６：００
土・日曜・祝日は

午前９：００～午後５：００
月曜日は休館
　※ 月曜日が祝日の場合は翌日の火曜日が
休みになります。

本の検索について
　さがしている本の所蔵について、町のホー
ムページより検索することができます。ホー
ムページの『図書検索』をクリックして、
『フリーワード検索』などの機能を使用して
蔵書検索ができます。便利な機能ですので、
どうぞご活用ください。

●新刊のお知らせ●

に

★ふれあいおはなし会★
◎開催日時…毎月第３日曜日　10 時～

【寄贈図書のご紹介】
　串良ロータリークラブ様より、『がっこうかっぱのイケノオイ』他６冊の小学生用課題図書の寄贈があり
ましたので、ご紹介します。
　図書館内に特設コーナーを設置いたしましたので、ご利用ください。

『がっこうかっぱのイケノオイ』
『アリクイにおまかせ』
『エディのやさいばたけ』
『わたしのとくべつな場所』
『ホスピタルクラウン　Kちゃんが行く』
『クジラと海とぼく』
『犬どろぼう完全計画』   

26平成 23 年度　広報おおさき　9月号



大
分
の
航
空
基
地
の
一
隅
に
終
戦
詔
勅
き
き
し
十
六

歳

原
田　

葉
子

疎
開
先
の
お
寺
の
庫
裡
の
一
室
に
玉
音
放
送
静
か
に

流
る

長
重　

悦
子

停
戦
の
あ
の
日
も
蝉
が
鳴
い
て
い
た
悲
し
く
聞
き
し

夏
の
陽
盛
り

内
田
ち
ど
り

終
戦
の
詔
勅
聞
き
し
平
壌
の
瑞
気
山
広
場
今
も
変
ら

ず
や

 

穂
園　

芳
江

浜
ヶ
原
空
爆
の
Ｂ
29
下
校
時
に
列
車
の
下
に
避
難
せ

し
あ
の
日

坂
元
つ
る
子

金
昆
羅
の
七
百
余
段
蝉
し
ぐ
れ

中
﨑
ハ
ナ
エ

阿
蘇
路
ゆ
く
牧
草
ロ
ー
ル
雲
の
峯

三
浦　

倫
子

蛍
火
や
暗
闇
切
っ
て
一
文
字春

田　

昌
子

黒く
ろ
は
え

南
風
や
フ
ェ
リ
ー
と
競
い
い
る
か
飛
ぶ

二
見　

淑

夕
顔
は
星
と
睦む

つ

む
や
ほ
の
ぼ
の
と

内
田
ち
ど
り

夏
の
月
海
面
照
ら
す
舟
灯

桑
原　

正
樹

軒
並
に
ゴ
ー
ヤ
簾す

だ
れ

や
風
涼
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戦跡は語る

　終戦から６６年が経過しました。
西持留の四季の森にひっそりと残る
無骨なコンクリートの塊は、戦時中
に建設されたトーチカ（砲台）です。
　その存在が、かつてここが戦場で
あったことを物語っています。

人権啓発シリーズ⑱
    あなたの当たり前が、誰かを傷つけているかも。
～高齢者の人権について考えるための『気付き』のヒント～

■病院などで、高齢者を子ども扱いするのは仕方ない。

■親しい高齢者に対して、『もう年なんだから』とつい言ってしまう。

■○○さんではなく、つい『おじいちゃん』『おばあちゃん』と言ってしまう。

■ケガをされては困るので、家事はさせないほうがいい。

■高齢者の虐待は、よその家庭の問題だ。

　みんな、必ず年をとります。たとえ身体が思うように動かなくなっても、
子ども扱いはプライドを傷つけています。
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●夜間の急患対応
　大隅広域夜間急病センター
　午後７時～翌日午前７時
　☎ 0994-45-4119

年中
無休

●町内の休日在宅医

町のカレンダー
The calendar of the town

豊かな自然が宝物　みんなで紡ぐ結いのまち町政75周年

（注）下記日程は変更になることもあります。
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町のカレンダー町のカレンダー

（注）下記日程は変更になることもあります。

【今月の納税】
国民健康保険税４期、水道料
【町営住宅空家情報】
９月１日現在空き家は３軒あります。
（文化通１・ひばりヶ丘２）
建設課管理係　☎ 476-1111（243）

人口と世帯数

■人　 口 １４，６４９人（－１４）
　　男 ７，０３５人（　－６）
　　女 ７，６１４人（　－８）
■世帯数 ６，９８１戸（－１３）

●出生 １１人 ●転入 ２３人
●死亡 １４人 ●転出 ３４人

平成２３年８月末現在　対前月比

月 火 水 木 金 土 日

９/15

●麻しん・風しん２期予防接種
　保 12:50～13:10（受付）
●曽於地区秋季畜産共進会
　曽於中央家畜市場
　（～16日まで）9:00～
●本の宅配（午前中、図書館）

16
●麻しん・風しん
　２期予防接種
　保 12:50～13:10（受付）
●スリム会
　保 9:00～12:00

17
●県民体育大会
　鹿児島市内近辺
　（～18日まで）
●異文化交流体験
　大も 10:00～13:00

18
●ふれあいおはなし会
　図 10:00～
●体育大会
　大崎中
　菱田中

19
●農委定例総会
　共 9:00～

20
●マスターズプロジェクト
　大 9:15～11:00

21
●はっする広場
　保 9:30～11:30
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00
●成牛セリ市
　曽於中央家畜市場 8:30～

22
●いきいきクラブ
　老 10:00～11:30
●教育委員会
　中公 10:00～12:00

23 24 25
●運動会
　中沖小
　持留小
　野方小

26
●子牛セリ市（～29日まで）
　曽於中央家畜市場 9:30～

27
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00

28
●1歳6か月児健診
　保 12:50～13:10（受付）
●マスターズプロジェクト
　野活 9:15～11:00
●障害者巡回相談
　保 10:15～12:00

29
●つくしんぼ教室
　保 10:00～12:00
●県一斉消毒の日

30
●大崎スッキリ健康教室
　保 9:00～10:30
　　18:00～19:30

10/1
●野方ふれあいふるさと祭り
　野方公民分館グラウンド
　17:00～

2
●運動会
　大崎小
　菱田小
　大丸小

3
●母子手帳交付
　役福 9:00～12:00

4
●おめでた妊婦教室
　保 10:00～12:00
●マスターズプロジェクト
　野活 9:15～11:00
●和牛登録審査（～5日まで）
　家畜集合指導センター
●本の宅配
　（午前中、図書館）

5
●はっする広場
　保 9:30～11:30
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00

6
●ポリオ予防接種
　保 12:50～13:10（受付）

7
●ポリオ予防接種
　保 12:50～13:10（受付）

8
●県畜産共進会
　姶良家畜市場

9
●第59回町民体育祭

10 11
●育児・歯科相談
　保 13:30～15:00
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00

12
●はっする広場
　保 9:30～11:30
●マスターズプロジェクト
　野活 9:15～11:00
●障害者巡回相談
　保 10:15～12:00

13
●いきいきクラブ
　老 10:00～11:30

14 15

資源ゴミ回収
（第4木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第1木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第2木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第3木曜日地区）

９月 18 日
■休み休み

９月 25 日
■草野クリニック■草野クリニック　　　　　☎ 471-7533

１０月２日
■■坂元内科クリニック　　  ☎ 471-7055

１０月９日
■■休み休み

１０月 16 日
■江藤医院　　　　　　　　☎ 476-0126☎ 476-0126

●教育相談
　毎週火曜日　9:00～16:00
　中央公民館
●心配ごと相談
　毎週水曜日　9:30～15:30
　老人福祉センター

●行政相談
　毎月第4水曜日　9:30～15:30
　老人福祉センター

～畜産農家の皆様へ～
毎月２９日は、県内一斉消毒の日です。
消毒の徹底は衛生・防疫対策の基本です。

図書館臨時休館のお知らせ
９月２４日（土）・２５日（日）の２日間、
書庫資料の消毒処理のため休館いたします。

野方ふれあいふるさとまつり野方ふれあいふるさとまつり
●日　時　平成２３年１０月１日（土）

　　　　　１７：００～

●場　所　野方公民分館グラウンド

主催　野方ふれあいふるさとまつり実行委員会


